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資料１ 
長野市景観審議会の概要と主な審議事項 

 

１ 景観審議会 

（１）根拠法令  長野市の景観を守り育てる条例 第 30 条 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）景観審議会の委員  長野市の景観を守り育てる条例 第 32 条～第 35 条 

  ・委員 20 人以内で組織 

  ・学識経験者、民間諸団体の代表者、市長が必要と認める者（公募）の委員で組織 

  ・任期は２年 

  ・審議会に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを決める 

  ・会議は、委員の過半数の出席により成立 

 

（３）主な審議事項 

・景観計画の策定又は変更に関する事項 

・景観賞の選考 

・景観重要建造物及び景観重要樹木の指定・解除に関する事項  など 

 

２ 景観審議会の開催 

（１）長野市景観賞の選考に伴う開催 

・長野市景観賞とは 

長野市の景観を守り育てる条例 第 29 条に基づく顕彰制度。 

美しい自然に囲まれた伝統ある長野市にふさわしい魅力あるまちづくり 

     の推進を図り、景観に対する市民の関心を高めるため、優れた景観の形成に 

寄与している建築物や工作物、団体などを景観審議会で選考し、市長が表彰 

する。昭和 63 年度から毎年実施しており、令和６年度（第 37 回）までに 

162 作品を表彰済み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）開催スケジュール 

  年３回程度の開催（※ 令和７年度スケジュール案は別紙、資料２のとおり） 

 

第４章 長野市景観審議会 

（設置） 

第 30 条 良好な景観の形成に関し、必要な事項を調査及び審議するため、長野市景観審議会 

（以下「審議会」という。）を設置する。 

（任務） 

第 31 条 審議会は、この条例に定めるもののほか、市長の諮問に応じ、良好な景観の形成に 

関する事項について調査及び審議する。 

（顕彰） 

第 29 条 市長は、優れた景観の形成に寄与していると認める建築物等について、その所有者、 

設計者、施工者等を顕彰することができる。 

２ 市長は、優れた景観の形成に貢献していると認める団体等を顕彰することができる。 

３ 市長は、前２項の規定により顕彰しようとするときは、あらかじめ、長野市景観審議会の 

意見を聴かなければならない。 
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３ デザイン専門部会 

（１）根拠法令  長野市の景観を守り育てる条例 第 36 条 

    

 

 

 

 

 

 

 

（２）デザイン専門部会の委員  長野市の景観を守り育てる条例 第 36 条第２項 ほか 

  ・デザイン専門部会の委員は、景観審議会の会長により指名 

  ・デザイン専門部会に、専門部会長及び専門部会副部会長各１人を置き、専門部会 

委員の互選によりこれを決める 

  ・会議は、専門部会委員の過半数の出席により成立 

 

（３）主な審議事項 

・大規模行為に係る景観条例に基づく事前協議に関する事項 

・大規模行為に係る景観法に基づく勧告及び命令に関する事項 

・景観重要建造物の増改築・修繕等の現状変更に関する事項  など 

なお、議決は、長野市の景観を守り育てる条例 第 37 条第２項により、 

「審議会が定めるところにより、デザイン専門部会の議決をもって、景観審議会 

の議決とすることができる」と規定されています。 

 

４ デザイン専門部会の開催 

（１）大規模行為に係る事前協議 

・毎月第４水曜日午後開催 

※ 事業者との対面による協議を行う場合に開催 

・大規模行為に関する事前協議については、毎月案件を委員にメール送信し、意見 

を伺っている。 

 

（２）開催スケジュール 

  年５回程度の開催（※ 令和７年度スケジュール案は別紙、資料２のとおり） 

 

５ その他 

景観審議会の審議等を経て実施している、その他の事業概要は次のとおり。 

（１）ながの百景 

  平成 26 年に長野市内の自然や歴史、文化、風土などが感じられる景観を「ながの 

百景」として選定し、百景の活用による市民の景観への関心の喚起、本市のブランド 

力の向上に繋げるもの。令和６年度に、策定してから約 10年が経過したことから、 

13 件の景観を追加した（状況が変化した２件の景観は選定取消）。 

 

（２）景観重要建造物 

  地域の景観形成上、維持・保全する価値があり、その地域のシンボル的な景観を生 

み出している建造物を、景観重要建造物として７件指定している。増改築・修繕等を 

行う際には、デザイン専門部会の審議を経て市が許可を行う。 

（デザイン専門部会） 

第 36 条 審議会に、次に掲げる事項を調査及び審議するため、デザイン専門部会を置く。 

(１) 第 11 条第２項（第 13 条第２項において準用する場合を含む。）、第 17条第２項、第 19 

条、第 23 条又は第 24 条の規定により審議会の意見を聴くこととされた事項 

(２) 景観形成を特に推進する地区におけるデザイン評価に関する事項 

(３) 公共事業のデザイン評価に関する事項 


